
 

（11） ク  リ                    〔 果樹類＞落葉果樹＞くり 〕 

 

① 防除のポイント・注意事項 

病害虫名 防除時期 摘  要 

【 病 害 共 通 】 ［耕種的防除］ 

 

・空のイガ、発病した毬果、落葉、発病枝、せん定枝は、感染源となるため、可能な限り

すみやかに回収して、園外で焼却または地中に埋設する。 

胴 枯 病 病 患 部 削 り 

取 り 直 後 

・病斑を見つけ次第、病患部を大きめに完全に削り取り、傷あとおよびその周辺にトップジ

ンＭペーストを十分塗布する。 

［耕種的防除］ 

 

・枝幹害虫の被害跡や凍害による枯死部から病原菌の繁殖が始まるので、害虫防除や凍

害対策を行う。 

実 炭 疽 病 果 実 肥 大 期 ・薬剤による防除適期は、毬果肥大期～成熟期（７月中旬～８月下旬）である。 

・10日間隔で２～３回、イガに薬剤が十分かかるように散布する。 

［耕種的防除］ ・極早生品種および晩生品種は発生が少ないので、品種構成を考慮する。 

 

切り口及び傷口

の ゆ 合 促 進 

剪定整枝時､病患部

削り取り直後､及び 

病 枝 切 除 後 

・切り口に適量のトップジンＭペーストを塗布する。 

【 害 虫 共 通 】 ［耕種的防除］ 

 

・空のイガ・食害された毬果・落葉は、生育や越冬の場所となるため、可能な限りすみや

かに回収して、園外で焼却または地中に埋設する。 

ク ス サ ン ［耕種的防除］ 

 

・休眠期に卵塊を集めて焼却する。 

・生育期は早期発見に努め、若齢幼虫期に捕殺する。 

カミキリムシ類 ６ 月 下 旬 

～ ８ 月 上 旬 

・薬剤は樹幹部に十分量散布する。 

 

[耕種的防除 ] 

 

・成虫は見つけ次第捕殺する。幼虫は食入痕に針金を差し込み、刺殺する。 

コ ウ モ リ ガ ４ ～ ６ 月 ・登録薬剤を地際部から約1.5ｍ～２ｍの高さまでの主幹及び主枝に塗布または散布す

る。 

ク リ タ マ バ チ 発 芽 直 前 ・越冬幼虫を対象に、登録薬剤を休眠期に樹冠全体を散布する。 

成 虫 活 動 期 

（７月上旬～中

旬） 

・成虫が虫こぶから脱出して野外を活動する時期以外は薬剤の効果が低い。 

・羽化脱出期（特に羽化初期）を見計らって薬剤を散布する。 

［耕種的防除］ 

 

・新梢の伸びが少ないとクリタマバチが寄生しやすくなるので、やや強めのせん定や適

切な施肥によって樹勢を強く維持する。 

・品種により本虫に対する抵抗性が異なるので、抵抗性品種を選んで栽培する。 

アブラムシ類 生 育 期 ・主なアブラムシ種として、クリイガアブラムシ、クリオオアブラムシがある。 

・クリオオアブラムシには、ふ化直後に薬剤散布する。 

［耕種的防除］ ・クリオオアブラムシの樹皮に付着した越冬卵は、見つけ次第すりつぶす。 

 

ク リ イ ガ 

ア ブ ラ ム シ 

６ 月 ・成虫の移動期に薬剤を散布する。 

 

［耕種的防除］ 

 

・主幹や主枝などに両面テープを巻いて、成虫の移動を阻止する。 
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病害虫名 防除時期 摘  要 

モ モ ノ ゴ マ 

ダ ラ ノ メ イ ガ 

８ 月 上 旬 

～ ９ 月 中 旬 

・早生種は８月上旬～中旬、中生種は８月中旬～下旬、晩生種は８月下旬～９月上旬に

重点を置き薬剤を散布する。 

ネ ス ジ キ ノ 

カ ワ ガ 

６ 月 下 旬 

～ ７ 月 上 旬 

・第２世代成虫による被害がもっとも多いので、第２世代成虫の産卵最盛期（６月下旬～

７月上旬）に薬剤を毬果に行き渡るように散布する。 

ク リ シ ギ 

ゾ ウ ム シ 

８月下旬～９月

中 旬 

・成虫が羽化する時期に薬剤を散布する。 

ク リ ミ ガ ９ 月 ・老熟幼虫で越冬し、８～９月の蛹期を経て、９月から成虫が羽化し産卵するため、９月

下旬以降収穫の晩生品種で被害が多い。 
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クリ【殺菌剤】 RPA

実炭疽病

切り口及び

傷口のゆ合

促進

胴枯病

くり ｼﾞﾏﾝﾀﾞｲｾﾝ水和剤 ﾏﾝｾﾞﾌﾞ水和剤 "UN(I*)
収穫7日前

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 600倍

【A】 原液

【B】 原液

くり ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤
ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ水

和剤
1

収穫3日前

まで

4回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

1500倍

くり ﾍﾞﾙｸｰﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝｱﾙﾍﾞ

ｼﾙ酸塩水和剤
M7

収穫14日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍

くり ﾍﾞﾝﾚｰﾄ水和剤 ﾍﾞﾉﾐﾙ水和剤 1 【C】
4回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

3000倍

使用時期【A】：病患部削り取り直後

使用時期【B】：剪定整枝時､病患部削り取り直後､及び病枝切除後

使用時期【C】：裂果前 （但し､収穫14日前まで）

くり
3回

以内
塗布1

ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ

ﾍﾟｰｽﾄ剤
ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝMﾍﾟｰｽﾄ

使用

回数
使用量

使用

方法

適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）

作物名 薬剤名 農薬の種類 RAC
毒

劇
使用時期
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クリ【殺虫剤】 RPA

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 ｶﾐｷﾘﾑｼ類 ｸｽｻﾝ
ｸﾘｲｶﾞｱﾌﾞﾗ

ﾑｼ

ｸﾘｼｷﾞｿﾞｳﾑ

ｼ
ｸﾘﾀﾏﾊﾞﾁ ｸﾘﾐｶﾞ ｺｳﾓﾘｶﾞ

ﾈｽｼﾞｷﾉｶﾜ

ｶﾞ

ﾓﾓﾉｺﾞﾏﾀﾞﾗ

ﾉﾒｲｶﾞ

くり ｱｸﾞﾛｽﾘﾝ水和剤
ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ水和

剤
3A 劇

収穫7日前

まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

3000倍
1000倍

【A】
1000～

2000倍

収穫14日

前まで
2000倍

くり ｱﾄﾞﾏｲﾔｰ水和剤
ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ

水和剤
4A 劇 【B】

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍

くり ｴﾙｻﾝ乳剤 PAP乳剤 1B 劇
4回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍 1000倍

- 【Z】
1(原液)～

1.5倍

100～

1000mL/樹
【Y】 2倍

くり ｽﾐﾁｵﾝ水和剤40 MEP水和剤 1B 【D】
4回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍 1000倍

200～700㍑

/10a
散布 10000倍

2㍑/10a 【X】 100倍

くり ﾄｸﾁｵﾝ乳剤 ﾌﾟﾛﾁｵﾎｽ乳剤 1B 【E】
5回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍 1000倍

発芽直前 1回
200～700㍑

/10a
散布 200倍

【D】 1回
0.5～2.0㍑/

樹

樹幹部

に十分

散布

100～200

倍

くり ﾊﾟｰﾏﾁｵﾝ水和剤
ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ･

MEP水和剤
1B,3A 劇 【D】

4回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍 1000倍

くり ﾊﾟﾀﾞﾝSG水溶剤 ｶﾙﾀｯﾌﾟ水溶剤 14 劇 裂果前
3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1500倍 1500倍

2～4㍑/10a 【X】 40倍 40倍

200～700㍑

/10a
散布 4000倍 4000倍

200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍 2000倍

2～4㍑/10a 【X】 40倍

2㍑/10a 【X】 20倍

くり ﾓｽﾋﾟﾗﾝ顆粒水溶剤
ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ水

溶剤
4A 劇

収穫7日前

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 4000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍
2000倍

使用時期：【A】羽化脱出期但し収穫14日前まで、【B】収穫7日前まで(ただし､露地栽培については発芽期から開花期を除く)

　　　　　【C】裂果前まで但し収穫90日前まで、【D】裂果前 但し収穫14日前まで

　　　　　【E】裂果前まで(但し収穫7日前まで)

使用方法：【Z】樹幹の地際部から約1.5～2mの高さまでの主幹及び主枝に塗布

　　　　　【Y】樹幹の地際部から約1.5～2mの高さまでの主幹及び主枝に散布

　　　　　【X】無人航空機による散布

使用

回数
使用量

使用

方法

適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）

くり ｱﾃﾞｨｵﾝ乳剤 ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ乳剤 3A
5回

以内

200～700㍑

/10a

作物名 薬剤名 農薬の種類 RAC
毒

劇
使用時期

散布

くり ｶﾞｯﾄｻｲﾄﾞS MEP乳剤 1B 【C】 1回

くり ﾄﾗｻｲﾄﾞA乳剤
ﾏﾗｿﾝ･MEP乳

剤
1B

くり ﾌｪﾆｯｸｽﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾌﾙﾍﾞﾝｼﾞｱﾐﾄﾞ

水和剤
28

収穫前日

まで

2回

以内

くり ﾏﾌﾞﾘｯｸ水和剤20
ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ水和

剤
3A 劇

収穫7日前

まで

2回

以内

2回

以内
ﾃﾞｨｱﾅWDGくり

ｽﾋﾟﾈﾄﾗﾑ水和

剤
5

収穫前日

まで
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